
役割

利用しやすい庁舎

親しまれる庁舎

まちづくりの中心となる庁舎

機能的・効率的な庁舎

独立性を保ちつつ、
市民に開かれた議会

安全・安心な庁舎

市民サービス

まちづくり

行政事務

議会

危機管理

基本方針 主な機能

新たに建設が必要な庁舎の
面積（約30,000㎡）

必要面積
（約36,000㎡）

第二庁舎で確保可能な
面積（約6,000㎡）

第二庁舎
（約6,000㎡）

１期棟
（約23,000㎡）

２期棟
（約7,000㎡）

●窓口部門
●議会機能
●市民活動・市民交流
　支援機能
●情報発信・シティプ
　ロモーション機能
●災害対応機能など

●民間窓口連携部門
●管理・専門部門
●民間窓口機能など

基本構想

複数の手続きを行う総合窓口の導入や、分
かりやすい案内機能、駐車場の整備

多くの人が訪れ、にぎわいが生まれるよう、
イベント開催等が可能な広場や旭川の魅力
を発信するコーナーの整備、旭川家具・ク
ラフトなどの木製品の導入

市民の利便性に配慮し、業務の関係性が高
い部局を近接して配置

市民が集会や展示を行えるスペースや、来
庁者が憩いの場として利用できるロビー等
の整備、市政情報コーナーの充実

市民に、より一層開かれた議会となるよう、
障害のある方や子供連れの方専用のスペー
スや、議会情報を発信するモニターの設置

災害発生時に指揮を取る災害対策本部機能
や、災害時に必要な物品の備蓄倉庫の整備

人にやさしい庁舎（社会環境）

地球にやさしい庁舎（自然環境）
環境先導 誰もが安心して利用できるユニバーサルデ

ザインの導入、省エネルギー性能の向上

　

建
設
場
所
と
既
存
施
設

　

新
庁
舎
の
建
設
場
所
は
、
左
の
図
で

示
す
「
現
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は
、
総
合
庁

舎
や
第
三
庁
舎
の
他
、
市
民
文
化
会
館

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
敷
地
内
に
あ

る
既
存
施
設
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
庁
舎

　

日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
が
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
解

体
撤
去
し
て
敷
地
の
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
歴
史
的
価
値
を
次
世
代
に
ど

う
継
承
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
建
物
の
保
存
・
活
用
の
た
め
に
は
、

　

耐
震
改
修
や
設
備
更
新
に
多
額
の
費

　

用
を
要
し
、
さ
ら
に
建
物
の
維
持
管

　

理
費
用
も
毎
年
必
要
で
あ
る

●
改
修
す
る
場
合
に
は
、
内
部
に
多
く

　

の
筋
交
い
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
た
め
、
有
効
に
活
用
で
き
る
ス
ペ

　

ー
ス
が
減
少
す
る

●
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
旭
川
市

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
は
、

　

公
共
建
築
物
の
施
設
保
有
量
削
減
に

　

取
り
組
ん
で
お
り
、
総
合
庁
舎
に
新

　

た
な
機
能
を
持
た
せ
て
活
用
す
る
こ

　

と
は
難
し
い

●
同
28
年
度
に
、
市
民
３
千
人
を
対
象

　

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
取

　

り
壊
し
て
、
敷
地
を
有
効
活
用
す
べ

　

き
で
あ
る
」
と
の
回
答
が
74
・
３
％

　

で
あ
っ
た

第
三
庁
舎

　

耐
震
性
が
不
足
し
て
お
り
設
備
等
の

老
朽
化
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
解
体
撤

去
し
敷
地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

市
民
文
化
会
館

　

新
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

文
化
会
館
と
の
機
能
連
携
を
図
り
、
敷

地
の
一
体
的
な
利
用
を
進
め
ま
す
。
市

民
文
化
会
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
多
く
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
ま
す
が
、
具
体
的
な
方
針
が

決
ま
る
ま
で
の
間
は
、
施
設
の
維
持
に

必
要
な
修
繕
を
行
い
な
が
ら
運
営
し
て

い
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
規
模
と
費
用

　

基
本
構
想
で
は
、
庁
舎
の
必
要
面
積

を
約
３
万
６
千
㎡
と
し
て
い
ま
す
。
耐

震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
第
二
庁
舎
は

引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
第
二

庁
舎
の
事
務
室
面
積
約
６
千
㎡
を
差
し

引
い
た
約
３
万
㎡
を
新
庁
舎
の
必
要
面

積
と
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
案
で
は
、
庁
舎
を
２
期
に

分
け
段
階
的
な
整
備
と
す
る
こ
と
で
、

工
事
発
注
や
事
業
費
の
平
準
化
、
単
年

度
当
た
り
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
将
来
の
人
口
減
少
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
費
用
は
１
期
棟
の
工
事
費
や

総
合
庁
舎
・
第
三
庁
舎
の
解
体
費
等
で

約
１
１
１
億
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
期
棟
は
面
積
を
約
２
万
３
千
㎡
と

し
、
窓
口
部
門
や
市
民
活
動
の
支
援
、

旭
川
の
魅
力
の
発
信
、
災
害
対
応
な
ど
、

上
の
図
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
部
門
を

配
置
し
ま
す
。

　

２
期
棟
は
、
残
り
の
約
７
千
㎡
と
想

定
し
ま
す
が
、
２
期
棟
の
建
設
時
に
、

再
度
そ
の
必
要
性
も
含
め
て
精
査
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　

基
本
計
画
案
作
成
ま
で
の
経
緯

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
旭
川
市
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、
具
体

的
な
機
能
や
建
設
場
所
で
の
庁
舎
の
配

置
な
ど
、
市
の
考
え
方
の
骨
格
を
示
し

た
基
本
計
画
骨
子
を
今
年
６
月
に
公
表

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
た
他
、
議
会
に
設
置
さ
れ
た
市

庁
舎
整
備
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
意

見
や
、
庁
舎
整
備
検
討
審
議
会
か
ら
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
旭
川
市
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画
案
」
は
、
こ
れ
ら

多
く
の
意
見
を
踏
ま
え
作
成
し
た
も
の

で
す
。

　

新
庁
舎
の
基
本
的
な
考
え
方
と
機
能

　

新
庁
舎
に
は
、
届
出
窓
口
や
行
政
事

務
な
ど
の
従
来
か
ら
あ
る
機
能
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
市
民
の
活
動
・
交
流
を

支
援
す
る
機
能
や
、
ま
ち
の
魅
力
を
広

く
発
信
す
る
機
能
を
加
え
る
こ
と
も
重

要
で
あ
り
、
新
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て

の
基
本
理
念
を
「
市
民
で
に
ぎ
わ
い
、

親
し
ま
れ
る
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
構
想
に
お
い

て
、
基
本
理
念
の
達
成
に
向
け
て
新
庁

舎
に
求
め
ら
れ
る
６
つ
の
役
割
と
８
つ

の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
基
本

計
画
案
で
は
、
こ
れ
ら
基
本
方
針
ご
と

に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
主
な
機
能
を
、

下
の
図
の
と
お
り
整
理
し
ま
し
た
。

今年度　
主な取組

の新庁舎建設基本計画案への
意見を募集しています
　現在の庁舎は、耐震性の不足や分散化、狭さ、老朽化など多くの課題を抱えてお
り、これらの解決に向け、現庁舎周辺エリア（総合庁舎敷地と第三庁舎敷地）にお
いて、庁舎の建替えを行うこととしました。
　今回、新庁舎の機能や建設場所、建築計画などの具体的な内容を示した「旭川市
新庁舎建設基本計画案」を作成し、この基本計画案について、市民の皆さんの意見
を募集します。

現庁舎周辺エリア

新庁舎建設基本計画案
について

ご意見をお寄せください

資料の配布場所　庁舎建設課（６の９　総合庁舎４階）、市政情報コーナー（総合庁舎１階）、
総合庁舎・第二庁舎（７の10）・第三庁舎（６の10）案内、各支所・公民館、各住民・地区セ
ンター、市　意見提出手続
資料の配布・意見の提出期限　１月10日㈫まで　　　　　　【詳細】庁舎建設課　25・7597

８こうほう旭川市民　2016（平成28）年◦12月
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利用しやすい庁舎

親しまれる庁舎

まちづくりの中心となる庁舎

機能的・効率的な庁舎

独立性を保ちつつ、
市民に開かれた議会

安全・安心な庁舎
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まちづくり
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議会

危機管理

基本方針 主な機能

新たに建設が必要な庁舎の
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舎
の
配

置
な
ど
、
市
の
考
え
方
の
骨
格
を
示
し

た
基
本
計
画
骨
子
を
今
年
６
月
に
公
表

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
た
他
、
議
会
に
設
置
さ
れ
た
市

庁
舎
整
備
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
意

見
や
、
庁
舎
整
備
検
討
審
議
会
か
ら
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
旭
川
市
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画
案
」
は
、
こ
れ
ら

多
く
の
意
見
を
踏
ま
え
作
成
し
た
も
の

で
す
。

　

新
庁
舎
の
基
本
的
な
考
え
方
と
機
能

　

新
庁
舎
に
は
、
届
出
窓
口
や
行
政
事

務
な
ど
の
従
来
か
ら
あ
る
機
能
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
市
民
の
活
動
・
交
流
を

支
援
す
る
機
能
や
、
ま
ち
の
魅
力
を
広

く
発
信
す
る
機
能
を
加
え
る
こ
と
も
重

要
で
あ
り
、
新
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て

の
基
本
理
念
を
「
市
民
で
に
ぎ
わ
い
、

親
し
ま
れ
る
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
構
想
に
お
い

て
、
基
本
理
念
の
達
成
に
向
け
て
新
庁

舎
に
求
め
ら
れ
る
６
つ
の
役
割
と
８
つ

の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
基
本

計
画
案
で
は
、
こ
れ
ら
基
本
方
針
ご
と

に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
主
な
機
能
を
、

下
の
図
の
と
お
り
整
理
し
ま
し
た
。

今年度　
主な取組

の新庁舎建設基本計画案への
意見を募集しています
　現在の庁舎は、耐震性の不足や分散化、狭さ、老朽化など多くの課題を抱えてお
り、これらの解決に向け、現庁舎周辺エリア（総合庁舎敷地と第三庁舎敷地）にお
いて、庁舎の建替えを行うこととしました。
　今回、新庁舎の機能や建設場所、建築計画などの具体的な内容を示した「旭川市
新庁舎建設基本計画案」を作成し、この基本計画案について、市民の皆さんの意見
を募集します。

現庁舎周辺エリア

新庁舎建設基本計画案
について

ご意見をお寄せください

資料の配布場所　庁舎建設課（６の９　総合庁舎４階）、市政情報コーナー（総合庁舎１階）、
総合庁舎・第二庁舎（７の10）・第三庁舎（６の10）案内、各支所・公民館、各住民・地区セ
ンター、市　意見提出手続
資料の配布・意見の提出期限　１月10日㈫まで　　　　　　【詳細】庁舎建設課　25・7597
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建
築
計
画

　

新
庁
舎
１
期
棟
は
、
総
合
庁
舎
、
７

条
駐
車
場
、
市
民
文
化
会
館
の
間
に
建

設
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
な
お
、
現
在

空
い
て
い
る
敷
地
だ
け
で
は
、
１
期
棟

の
建
築
面
積
が
小
さ
く
、
窓
口
機
能
を

低
層
階
に
集
約
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
市
民
文
化
会
館
の
運
営
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
建
物
の
一
部
（
レ
ス
ト
ラ

ン
部
分
）
を
撤
去
し
、
建
築
面
積
を
広

げ
て
窓
口
機
能
を
低
層
階
に
集
約
し
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

来
庁
者
用
駐
車
場
は
、
１
期
棟
の
完

成
後
に
総
合
庁
舎
を
取
り
壊
し
、
新
庁

舎
と
同
じ
敷
地
内
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
他
、
第

三
庁
舎
も
取
り
壊
し
て
駐
車
場
を
整
備

し
、
必
要
な
駐
車
台
数
を
確
保
し
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
文
化
会
館
の
取
扱
い
に

つ
い
て
の
検
討
が
進
み
、
建
て
替
え
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
総
合
庁
舎

跡
地
を
建
設
用
地
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
左
上

の
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
機
能
の
配
置
計
画

●
窓
口
機
能
＝
市
民
の
利
用
頻
度
が
高

　

い
窓
口
は
、
利
便
性
に
配
慮
し
、
で

　

き
る
限
り
低
階
層
に
配
置

●
市
民
活
動
機
能
等
＝
多
く
の
人
が
利

　

用
し
や
す
い
よ
う
、
出
入
り
口
に
近

　

い
場
所
に
配
置

●
行
政
事
務
機
能
＝
業
務
の
関
係
性
が

　

高
い
課
は
、
近
接
し
た
階
・
場
所
に

　

配
置

●
災
害
対
応
機
能
＝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

　

停
止
し
た
場
合
等
に
、
階
段
を
使
っ

　

て
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
階
層

　

に
配
置

●
議
会
機
能
＝
構
造
上
、
大
空
間
を
確

　

保
し
や
す
い
上
層
階
に
配
置

　

構
造
方
式

　

構
造
方
式
は
、
様
々
な
方
式
の
中
か

ら
次
の
よ
う
な
観
点
に
よ
り
、
耐
震
構

造
を
採
用
し
ま
す
。

●
初
期
費
用
・
保
守
管
理
費
用
が
最
も

　

安
価
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
財
政
負

　

担
を
抑
制
で
き
る

●
設
計
・
施
工
方
法
が
一
般
的
で
あ
り
、

　

地
元
企
業
で
の
対
応
が
可
能
で
あ
る

●
設
計
・
工
事
期
間
が
他
の
工
法
に
比

　

べ
て
短
期
間
で
済
み
、
早
期
に
新
庁

　

舎
を
使
用
し
始
め
る
こ
と
が
で
き
る

　

事
業
計
画

　

事
業
手
法
の
選
定
に
お
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
設
計
・
施
工
分

離
発
注
方
式
を
採
用
し
ま
す
。

●
事
業
期
間
が
短
縮
で
き
、
耐
震
性
能

　

が
低
い
総
合
庁
舎
の
状
況
を
早
急
に

　

解
決
で
き
る

●
市
民
の
幅
広
い
意
見
や
要
望
を
反
映

　

し
や
す
い

●
地
元
企
業
が
参
画
し
や
す
く
、
地
域

　

経
済
の
活
性
化
の
面
に
お
い
て
優
れ

　

て
い
る

　

設
計
発
注
手
法
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、技
術
提
案（
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
方
式
を
採
用
し
ま
す
。

●
質
の
高
い
設
計
者
の
選
定
が
可
能
で

　

あ
り
、
市
の
意
向
や
市
民
の
意
見
を

　

的
確
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
設
計
を
進

　

め
る
こ
と
が
で
き
る

　

今
後
の
進
め
方

　

今
回
策
定
す
る
基
本
計
画
は
、
基
本

構
想
に
示
し
た
基
本
理
念
を
実
現
す
る

た
め
、
新
庁
舎
の
機
能
や
建
築
計
画
、

事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
、
設
計
や

工
事
を
進
め
る
上
で
の
条
件
を
示
し
た

も
の
で
す
。

　

８
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
い
る
よ
う
に
、

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◎

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
従
来
か
ら
あ
る
機
能

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
新
庁
舎
が
「
市

民
で
に
ぎ
わ
い
、
親
し
ま
れ
る
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
」
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

【
詳
細
】
庁
舎
建
設
課
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整備後の新庁舎とその周辺

新庁舎のイメージ図

歩行者動線
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